
1．は じ め に

前号 （品質工学 Vol.33,No.1） までに，電気特

性応用研究WG委員会を振り返り，電気特性の基

本機能に関する事例や議論の内容に基づいて，基本

機能の考え方について記してきた。

電気特性応用研究WG委員会は，電気特性に関

わる確認実験時の利得の再現性について議論を重ね

ていたが，機械系に例えて見解を示すこともあった。

さらに 1996年 5月の委員会から，高橋和仁氏が参

加し，実際に切削加工を電力で評価する研究が進み，

議論がなされるなど委員会で機械系のテーマもいく

つか検討された。

今号では，日本規格協会発行の「品質工学応用講

座　電子・電気の技術開発」（以下，前号までと同

様に『電子電気の技術開発』とする）の第2章およ

び第9章に記されている機械振動系や電力による切

削加工の評価に関する当時の委員会の様子を振り返

り，電気特性の基本機能の考え方が少なくとも機械

分野にも応用できることを示したい。

2．電気特性の評価方法の機械システムへの
応用

本稿のその1（品質工学 Vol.32,No.4掲載）で，

第 23回委員会の田口玄一氏の電気特性の評価に関

する見解を引用したが，その前段の部分で変化に対

する追従性の問題について言及されており，その内

容が機械システムの評価にも通ずるところがあるの

で，その内容をここで引用する。

「変調は振幅を変えたり，周波数を変えたりして

いる。このとき，変化は見ていない。取り出される

エネルギの変化をみている。共振することは，前の

振動エネルギを吸収するから，振幅が大きくなりエ

ネルギが蓄積される。すなわち，感度は上がるが，

追従できなくなる。適当に追従し，適当に忘れなけ

ればならない。この二つの問題が今（委員会開催当

時）の議論で分けられていない。追従能力を今は変

調波で追従したかを見ている場合が多いが，基の波，

基本信号だけで処理したい。」

以上のように電気特性の評価方法における変調の

役割について述べられているが，田口玄一氏は，変

調に関する機械系システムの例えとして，自動車の

ギアチェンジを挙げ，「ギア比を変えるとき，トラ

ンスミッションの間の速度比をあわせる時間的変化

が近い」としている。

この内容は一例に過ぎないが，度々電気特性の議

論で機械システムへの応用に関する見解が述べられ

た。詳細は当時委員会のメンバーであった原和彦氏

がまとめた『電子電気の技術開発』の 2.3 振動回

路の機能性の評価の部分を参照されたい。

委員会ではその後，電気特性の評価に関して，

「パルスでの評価，すなわちシステムの変化に対す

る追従性」に注目が集まると，機械システムの評価

に関しても，同様の入出力で評価すべきという見解

が述べられるようになる（実際には，別の方向から

のアプローチも重なっていたが，委員会でのテーマ

として定着していった）。
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